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監 査 だ よ り Vol.6９ （令和７年度 第１回） 

岩手県監査委員事務局 令和７年10月発行 
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今年度（上期）の定期監査で、指摘や注意とした不適正な事務処理のうち、全庁的に注意が必要な事

例を紹介します。 

 

【事例の概要】 

8 年間にわたり、行政財産の使用（施設入居利用）に伴う私用光熱水費（水道料）の算定を誤り、入

居者から行政財産使用料を多く徴収していた。 

５年を超える誤徴収分については、債権が時効により消滅することから、相手方に損失をもたらすこ

ととなった。 

【発生原因】 

 水道使用料の積算に当たり、料金表記載の税込単価を独自に作成したエクセル計算様式に入力したが、

さらに税額上乗せを自動計算していた（税を二重徴収）。料金改訂に伴い、改めてエクセルの算定式を

確認したところ、誤りに気付いたもの。 

【事務処理のポイント】 

 漫然と前例を踏襲せず、エクセル等を利用する際は、定期的に積算根拠との整合や算定式の正しさな

どを点検しましょう。 

また、決裁時には組織的なチェックが確実に行われるよう、積算の根拠となる単価表等を添付しまし

ょう。 

 

【事例の概要】 

パソコン用ソフト（CD-ROM が添付されていないパッケージ版※）購入の支出科目を需用費として

いた。 

※ライセンスキーのみが封入されていて、ソフトウェアをダウンロードした上でインストールする形式のもの 

【発生原因】 

ライセンス単体の取得の場合は、使用料及び賃借料から支出する認識はあったものの、パッケージ版

の場合は需用費と誤認していた。 

【事務処理のポイント】 

 購入前に支出科目が適正か、関係例規等により組織として十分に確認しましょう。 

 （参考）「会計事務お役に立ち隊」 

【支出科目】ライセンスパックの購入科目について 

 

【事例の概要】 

家族の介護が必要な職員が、往復で異なる通勤経路の届出をしたが、担当者が往復同一経路として算

定し、通勤手当を過大に支給していた。 

 

水道料の過徴収（調定金額の誤り） 

ライセンスパック版パソコンソフト購入における支出科目の誤り 

往復経路の異なる通勤における通勤手当の算定誤り 

☆ 不適正な事務処理の事例 ☆ 
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【発生原因】 

 往復経路が異なる場合の算定方法がわからなかったが、制度の照会、確認を怠り、自らの判断で算定

したもの。また、決裁等の過程においても誤りを発見できなかった。 

【事務処理のポイント】 

手当認定の前例がなく、算定方法がわからない場合は、改めて給与制度担当課に電話やメール等で照

会するなど、制度を確認しましょう。（わからないときは、まず「聞く」！）決裁時には組織的なチェ

ックが確実に行われるよう、根拠となる例規等を添付しましょう。 

 

 

 

 

   

〈定期監査において、指摘・注意件数の多い事例〉    

  ・備品管理一覧表の未整理（指摘１件、注意５件） 

  ・契約書作成の不適当 

   業務の内容を示す書面が契約書等に添付されていない（指摘１件、注意３件） 

  ・行政財産使用料の納期限が不適当（指摘２件） 

   （納入通知票に指定すべき納期限：送付の日から 15 日以内）  

 

 

 

 

令和６年度決算審査意見書で、デスクネッツのインフォメーションの利用について、意見を付してい

ます。重要な事務事項や特に正確性が求められる事項については、文書やメール等により、確実に通知

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事案内容：本庁主管課が、取扱通知を誤通知。数日後、インフォメーションの添付文書を差し替えるのみの方法で修正。

通知から６か月後、修正する旨の文書を発出するまで正式な通知が行われず、複数の出先機関で誤った事務処理が行わ

れたもの。 

 

指摘 注意 合計 指摘 注意 合計 指摘 注意 合計

20 41 61 15 40 55 5 1 6

令和7年度上期（A） 令和6年度上期（B） 増減（A－B）

〈対象338機関のうち190機関実施〉〈対象340機関のうち190機関実施〉

☆ 「インフォメーション」を利用した通知等について ☆ 

☆ 令和７年度（上期）の監査結果 ☆ 

「『令和６年度岩手県歳入歳出決算』審査意見書」（抜粋） 
（１）財務事務の適正な執行について 
   （略） 

指摘事項には至らなかったものの、令和６年度中の財務事務において、本庁主管課が県庁内 
のイントラネットのインフォメーション（全庁通知機能）を通じて財務事務執行上の誤った内 

容の情報を通知し、さらにその訂正周知が不適切であったことにより、複数の出先機関におい 
て適正ではない事務処理が生じたものがあった(※)。インフォメーションは、（略）その情報は 

多量、多岐にわたるものであることから、特に事務事業の実施上重要な情報の周知が必要な場 

合には、その内容の正確性はもとより、伝達の方法が最適なものかについても組織内の確認を 

徹底し、関係機関へ遺漏なく周知するよう努められたい。 



- 3 - 

 

 

 

 

 

岩手県の監査委員は、議会選出（議選）委員２名と識見委員２名の４名が就任していますが、議会選

出の監査委員に交代がありましたので、お知らせします。 

  

 
旧監査委員 

（令和７年９月 30 日退任） 

新監査委員 

（令和７年 10 月１日就任） 

議選 川 村  伸 浩 佐々木 朋和 

議選 五 日 市  王 名須川  晋 

 

 （参考）現監査委員 

 監査委員 就任年月日 備考 

議選 佐々木 朋和 令和７年 10 月１日  

議選 名須川  晋 令和７年 10 月１日  

識見 五 味  克 仁 令 和 ４年 ４月 １日 
代表監査委員 

前会計検査院事務総長官房審議官 

識見 中 野  玲 子 令 和 ４年 ４月 １日 元盛岡市会計管理者 

 

 

 

             

☆ 監査委員の交代について ☆ 


